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　　　・防火戸・防火シャッターは、火災時に炎や煙の拡散を防止するために重要な防火設備です。
　　　　防火戸が適切に閉まるよう、作動範囲に物品を置かないことや日常の点検などの維持管理
　　　　が必要です。

　　　　○不具合事例

　　　・ストッパー（くさび）によって、常時閉鎖式の
　　　　防火戸を開放状態に固定している状態。

　　　・その他、ドアノブを紐で柱などにくくりつけ
　　　　固定している例もある。

　　　・ドアクローザーにストッパー機能がついて
　　　　いる　ものもいけません。

（くぐり戸付）

－防火戸・防火シャッターについて

戸）

＜防火戸の例＞

＜防火シャッターの例＞



　　　・排煙窓などの排煙設備は、火災により発生した煙やガスが建物内に拡散・充満するのを防ぎます。
　　　　煙が排出されるよう、物品等で窓をふさがないよう維持管理が必要です。

　　　・火災等で停電した際、自動的に点灯して避難経路を確認するものです。
　　　　火災等の非常時に点灯するよう、バッテリー切れや電球切れのないよう維持管理が必要です。

　　　　　　○不具合事例

・非常用照明が棚に妨げられている。

－排煙設備について－

－非常用照明について－

＜自然排煙窓の例＞

・物品によりふ
さがれている。

・手動解放装
置が家具によ
り隠れており、
操作に支障が
ある。

〇不具合事例

＜非常用照明の例＞



　　・３階以上の階には災害時の消防活動のために外部から建物に進入するための開口部が必要です。
　　　非常用進入口には「非常用の進入口」と「代替の開口部」があり、位置や形状が決めれらています。

　　　　　　　　　　　　「代替の開口部」の例

　　　　　・消防隊が外部から破壊して進入
　　　　　　します。進入の妨げになるような
　　　　　　物品を置かないよう維持管理が
　　　　　　必要です。

　

　　　・火災等に係る避難経路となる通路や階段、出入口などでは、避難の支障とならないよう物品等を
　　　　放置しないよう維持管理する必要がある。

　　　○不具合事例
　　　　　　・段ボールが放置してあり、通行や避難の支障となっている。

　　　・避難階段や維持管理上常時施錠状態の出口などで、火災等の場合避難に使用されるもの
　　　　は、次の措置が必要です。

・屋内から鍵を用いずに開錠できること
・扉の近くの見やすい位置に開錠方法を表示すること
　（法令で人を拘束する目的の建物の場合を除く）

　　　・避難のために使用する階段や出口から道路等敷地外に避難するための通路は、１．５ｍ以上の
　　　　幅が必要です。避難経路には物品や車両などおかないよう、維持管理が必要です。

　　　廊下の例 階段の例

－避難上の通路や階段、出入口について

－屋外への出口等の施錠装置の構造等について

－非常用進入口について－

－敷地内通路の確保について－



●防火設備の配置の例

１階 平面図

２階 平面図


